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宵lIlL長~氏採~の4貨物標本

吉田康登氏採集の植物標本

持田 誠1)・加納寛之2)

1)帯広百年記念館 (〒080-0846 北海道帯広市緑ケ丘2)
2)日本福音ルーテル宇野広教会 (〒080-0023 北海道帯広市西13条南13丁目1-42) 

MOCHJDA. M必ωto& Hiroyuki KANO : Herbarium specimens of YOSHIDA Yasuto collecition. 

Bulletin of the Historcal Museum of Urahol'o 13 : 31-40. 2013. 
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1 .緒言

浦幌町立博物館には、上浦幌小学校標本、中川公郎標本、 吉田康登標本などの植物標本が収I哉

されている。2012(平成24)年11月に、帯広百年記念館の移動展「博物館はなぜ襟本を集めるのか?

標本からわかることJ展を開催し、これらの標本について展示 ・公開 した。展示に際し、これら

の植物標本について資料情報の調査・検討を実施した。本報ではこのうちの吉田康登棋本について、

採集者吉田康登氏の人物史と浦幌町、池田IID'との|均わりを明らかにし、本楳本の持つ意義につい

て考察した。また、標本目録を作製し、今後の調査研究や教育への利用に供するものとした。

2.吉田康登氏

採集者の吉田康登氏は、池田町のキリス ト

教会牧師である (図1)。長崎県に生まれ、そ

の後、lレター派(ルーテル教会)f.L1)の牧Riliと
して神奈川県横浜や東京都で牧会に従事した

とされる。しかし、第二次世界大戦中、政府

による宗教統制で牧師の職を失うと共に三人

の子息が応召 l.t!1。終戦直後に東京都で、券集し

ていた集団帰農 1r.I:3'に加わり波道し、浦幌町に

居住する。

f浦幌村五十年沿革史jには、吉田氏は当初、

出身である九州への帰農.を希望したが、既に

図1 初代池田伝送所 (後の池田教会)の前で。写真右端の男
性が吉図E嚢登牧師。1957(昭和32)年。
日本書Z音Iレーテル池田教会所蔵。

希望者が多く 、北海道へ赴く事になったと記録されている (浦l院村社会教育教曾1949)。当時、北

海道開拓協会が東京都と共に帰浪者を募集していた事から、これに応じたものと思われる。

また、同省には、 1945(昭和20)年9月7EIの第一回入植者と して「吉田鹿登 家族数:五、部落:

高年、前居住地:東京都、配嘗面積:7.111耳、前職業:牧師」と記されているほか、 当時、吉田氏

が居住していた高年の自宅の写真も掲載されている。しかし、吉田氏が浦幌町在住時に教会で牧

師として勤務した事は無い。一方で、、不慣れな伎作業の傍らで家庭集会を開き、 irliI腕の人々に信

仰の種を播いていたとされる。

一方、戦後になって池田11日ーでlレター派の教会設立の機運が高まった。1955(昭和30)年11月頃

から、l町内で盟書研究会を開いていた増田健二郎らにより、牧会の経験がある吉田氏が招聴され
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手{1m長登氏採集の縞物際本

たとされる(池田町史編纂委員会1979)。こう

して1957(明和32)年5月に初代の池田伝道所、

後の池田教会が|荊設された(図2)。この初代

池田伝道所は、地主から池田町旭町の土地を

提供され、 i甫幌炭坑の協和会館建物を移築し

て設立されたものであった(図3)，・111。伝道所

開設と共に、吉田氏は浦幌町ーから池田町へ転

出している。

1968 (昭和43)年、都市計画による道路整

備に作い、教会は清見ヶ丘の麓の現在地へ移

転。これに伴い、協和会館建物を活用した会

立を取り壊し、教会は新会堂(現会立)を建

築する事になる(図4・1、4-2)。吉田牧師は、

教会建設の資金とするために向ら「押し花色

紙Jを製作して販売した(図5-1)。この取り組

みは注Hを集め、当時の新聞にも報道されて
いる叫500

吉HJ牧師は、池田町荘住時に地元の常林署ー

からの依頼で、管内の純物調査と標本の製作

を依頼されたと伝えられている 1 現在、浦|幌

町立博物館に残されている植物際本も、採集

年代はこの時代のものである。

新会堂建設の資金捻出にあたり抑し花色紙

の製作 ・販売を思いついたのは、こうした標

本製作の経験 ・蓄積があったためと思われる。

初代教会時代の1961(昭和36)年8月に、教会

が野外礼拝 (教会主催のキャンプ)へ出かける

際の写真が残されているが、ここには大型の胴乱

曲、 を下げて歩く吉田牧師の姿が写されてお

り、大変興味深い (図6)。

一方、営林署から依頼がある程、植物に|現

する知識や経験が知られていたという事は、

以前から野生植物への|見l心が高かったものと

推察されるが、それを裏付ける史料-や、依頼

を受けた営林署"の標本がその後どうなったか

については未確認である。

図2 池田町旭町に建つ池問教会の初代会堂。1957(昭和32)
年。池回数会所i!.

図3 移築前の建物。浦幌炭坑のls和会館として用いられてい
た建物で、写真左奥にカマポコ屋板の会館が見える。会
館とは廊下で緩続していたらしい。1957(昭和32)年こ
ろ。池田教会所怒。

図4・1 図ι2

建設中の新会堂。 町の区画g~里で移転を余儀なくされたのを機
に建駁した。1968(昭和43)年5月ころ。図4-2は完成した新
会堂の猷2霊式に集う人々と吉田牧師(玄関節の左側の人物)。
1968 (昭和43)年7月28目。共に池田教会所歳。
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図5-1 図ら2
図6 野外礼拝へ向かう池田教会の人唱。右から3人目の緒子
をかぶる人物が吉田牧師で、 痛から大製の胴乱を提げて
き訴く繊子がわかる。1961 (昭和36)年8月。池田教会所
歳。

ニ代目会堂を建股するにあたり、資金にあてる為に吉図牧師自
ら製作 ・販売した努事の押し花色紙のうちのひとつ、ザゼンソ
ウ(池回数会所蔵)。図5・2は吉田氏が製作したザゼンソウの
徳本 {浦幌町立博物館所蔵)。製作の仕方か'非官官によく似てい
る事がわかる。

3，標本の概要

(1)保存状況および採集年代

確認された植物桜本は介計で107点であった 点 i に傑本日録をぷす ， 浦幌町。~11，1f.物館の登録台

帳によると、同町{の，jiJ身である浦幌町発!日|二IW物知11、?代の1968(昭和43)年5)J1511に、 rll川郡池田

11町在住の古IlIJ;JHf氏 (本人)より訪:附を受けていたc 保集省・による141本f昨日・は付されておらず、
illi 1幌urr郷土博物館による受人番号が標本台紙背I(IIにl'l'印されており、これが'n実上の標本番号と
なっている。なお、登録台帳上は108点だが、現(1:のところ1;点が確認できておらず、同館に所l誌

の他のコレクションに紛れている可能性が向い 今後の整理作業で発見されると忠われる。

採集年代は、 1961(II{{和36)年9月22HからL969(昭和44)年5月1511までで、 1962(昭和37)

年採集の標本が27l!:と品も多く 、1963(日百平1138){f:)棋が22点、1966(ll(1fIl41)年j廷が20点、1968(nn 

干1143)年産が13点、1961-65 (f昭和39-40)年点が作12点、1961(9白羽136)11:，)慌がl点であった。

標本はいずれも限本内紙に植物体と標本ラベルがf!，lj付され、保護月jのカバーがかけられた状態

で収蔵されていた。保存状態は良好で、ぉ:しい倣mや劣化は見られないι これは、際本自体が採
集おーにより丁寧に製作されてきた事も大きいが、海lmを受けて以米、コンテナに収蔵された状態で、
民示や研究などによるifi川もほとんど為されてこなかった事も、良Hな似ι状態を保ってきた7T
泣と思われる

(2)採集地域の特徴

採集地は池mlllTが58点と突出して多く 、;;j¥:)ぶdj， !~~I:凶町、 j甫幌118・ 、 本別 111]" を合めた十勝闘で全

体の66%にあたる 71点を I 'ìめていた (凶7) 。 池 f rlllIT ~g般本58点のうち、 32点が1tti町、 20点がmç.!，

で採集されており 、これは初代池田伝道所の].'tJ辺で抹集した可能性がICJjく、11常的に植物採集が
れこわれていものと15・えられる

1;;;=広市は ffi内仙境J、tE頃町は 「大津海浜Jr卜.JIU、iln幌町は rrt内海浜j、本別町は 「夏川悶J
(R~:ì山麓の本別公|市|の111祢) が採集地だった 池山伝道所では、本別l町の義経山などへ野外礼持

に/JJかけていた事が、教会に残されている写1.4アルバムに記録されており(Iヌ16)、この際に採集

しものが含まれていると批察される。

道内産標本には六三;111の掠本が9点存在し、大・|へは「づ〕駒日IJJで採集されたものである。勇j拘別
は!こ川|郡東川町であり、 11!!岳が含まれる明から、、li該地域を登山中に採集したものと思われる。
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表 1 浦幌町立博物館所蔵「吉田康登採集植物標本J目録

収蔵番号 科名 学名 手口名 採集年月日 採集地 備考

子重量麓門チャシブゴケ菌綱チャシブゴケ目

1968・1436 ウメノキゴケ科 UsnωdilTracla Vain. ヨコワサルオガセ 1964/7122 大雪山勇駒完IJ
1968・1468 Nephromopsis nephromoides (Nyl.) Randlane & Saag オオアワビゴケ 196417/22 大雪山勇駒別

緑.綱ハネモ毘

1968・1463 ハネモ科 Bryopsis plumosa (Hudson) C.Agardh ノ、ネモ 1966/3/22 神奈川県柴山海浜

1968-1462 ホンダワラ科 Sargassum fulvellum C.Agardlh ホンダワラ 1966/3/22 神奈川|以柴山海浜

褐il綱コンブ目
1968-1518 コンブ科 Eisenia bicyclis (Kjellman ) SClchell アラメ 1966/3/22 紳Z奈川県柴山海浜

紅il綱ウミゾウメン自
1968・1461tJラガラ科 Gloiophloca okamurai Selchell ニセフサノリ 1966/3/22 神認定川県柴山海浜
1968・1459 サンゴモ科 Amphiroa dilalala Lamouroux カニノテ 1966/3/22 神奈川県葉山海浜

1968・1516 テングサ科 Acamhopehis japonica Okamu悶 ユイキリ{ト日アシ) 1966/3122 神話高川県葉山海自主
1968・1460 オキツノ!I科 Oymnogongrus tlabellifomlis Harvey オキツノ!I 196613/22 神奈川県葉山海浜

シダ植物門

1968-1499 7ツパラン科 Lycopodium sitchensc Rupr. タカネヒカゲノカズラ 196417/22 大雪山勇駒JJIJ

1968・1505 トクサ科 Equiseωm palustre L イヌドクサ 1967/5/25 池田町消見
w 1968-1527 EquiselUm arvensc L. スギナ 1969/5/3 池関町
~ 

1968・1508 Equisctum arvcnsc L. スギナ 1966/5/30 r也悶l町和J5JIJ
1968・1465 ウラボシ科 Asplenium sa同liiHook. コノ4ノヒノキシダ 1963/1/23 肥前島原深江

積子植物門裸子植物歪門

1968-1541 イヌマキ科 Podoca叩uschinensis Wall. ex Forbes ラカンマキ 1964/5/10 肥前島原

種子纏物門後手纏物亜門双子葉綱吉生花被歪絹(1I弁花類}

1968-1487 ヤナギ科 Salix bakko Kimura ヤマネコヤナギ 1963/5/14 池田町旭町
1968-1510 Salix inlcgra Thunb. イヌコリヤナギ 1963/10/12 池田町清見

1968-1519 Salix inlegra Thunb イヌコリヤナギ 1963/10/12 池岡町清見
1968-1539 Salix intcgra Thunb. イヌコリヤナギ 1965/6/25 池田町清見
1968-1502 カパノキ科 AI.nus viridis (Chaix) Lam. CI DC. subsp. maximowiczii (Callier) D.:Loveミヤマノ、ンノキ 1984/8/14 A:山渓
1968・1441 クワ科 Morus bombycis Koidz. ヤマグワ 1966/8/1 池岡町旭町

1968-1540 タデ科 Persicaria lapalhifolia (し)Gray オオイヌタデ 1965/8n? 池岡町消見
1968-1484 Persicaria nepalensis (Meisn.) H.Oross タニソパ 1962/9/1 5 池回目「脇町
1968-1467 Persicaria Ihunbergii (Siebold el Zucc.) H.Gross オオミゾソパ 1966/8/1 池回目rJU:!町

var. slolonifera (F.Schmidl) Nakai ex H.Hara 

1968・1464 Rumex acelose11a L. subsp. pyrenaicus (pouπet el Lapeyr.) Akeroyd ヒメスイバ 1963/8/3 池悶町:h!1町
1968・1453 ナデシコ科 Melandrium firmum (Siebo1d el Zucc.) Rohrb. フシグロ 1962/8/16 省内

1968・1446 Stellaria radians L. エゾオオヤマハコベ 196217/20 尺別
1968・1512 キンポウゲ科 AClaea asiatica H.Hara ノレイヨウショウマ 1963/5/30 池悶町清見
1968・1443 Adonis amurensis Regel et Radde フクジュツウ 1965/3117 池間町清見

ラベルには「おきのりJと記載

現、長崎県南島原市深江

現、長崎県島原市

採集日は抹消した跡がある

千If広市、岩内flh境
現、創l崎市音別町尺別

時
巴
岡
市
隊
見
世
相山
p
q
u
穫
さ
棺
制労



肩日
Adonis悶mosaFranch. フクジュソウ 196915/10 十弗

1968-1476 Ancmonc naccida F.Schmidl エリンソウ 196915/10 十弗
1968-1511 Clemalis apiifolia DC. var. bilemata Makino メポダンヅル・コボタンヅル 1963/1/23 肥前島原深江
1968-1470 メギ科 Caulophyllum robustum Maxim. ルイヨウボタン 1963/5/30 池田町清見
1968-1442 ドクダミ斜 Houtruynia cordata Thunb. ドクダミ 1966/5/8 .IIE前烏涼 現、長崎県“原rli
1968-1538アブラナ将 Rorippa indica (L.) Hiem イヌガラシ 1963/5/14 池悶町利別
1968-1493マンサク科 Corylopsis paucinora Sicbold ct Zucc. ヒュウガミズキ 1964/1120 1E応 生花応でE輝人か?
1968-1522ユキノシタ将 Hydrang回総加dens(L.f.) Scr. '}Jククツギ 1965/6/16 天抜山 静岡以、伊豆半島
1968-1530パラ科 Agrimonia pilosa Lcdeb. var.japonica (Miq.) Nakai キンミズヒキ 19661715 池間町消見
1968・1498 日lipendulakamtschatica (Pall.) Maxim. オニシモツケ 196417122 大雪山勇駒~IJ
1968・1469 Potcntilla sp悶ngclianaLehm. キジムシロ 1963/8/3 池田町旭町
1968・1483 Prunus japonic8 Thunb. ニワウメ 1963/6122 池田町胞町
1968-153.1パラ Sorbus sambucifolia (Cham. et Schltdl.) M.Roem. タカネナナカマド 1964/7122 大雪山 J\l!川営林省u ヒ~e!氏tt1A .
1968・1477マメ科 Dcsmodium raccmosum DC. ヌスピトハギ 1963/8/3 池田町旭町
1968-1“。 Lalhyrus paluslris L. / Lathyrus paluslris L νンリソウ 196517/3 池田町清見
1968-1438 Them10psis lupinoidcs (L.) Link セングイハギ 1968/7/20 J!l.内海岸
1968・1454フウロソウ科 Geranium wilfordii Maxim ミツバフウロ 1962/9/3 池間信i校正門前
1968-1506カエデ科 Accr shirasawanum Koidz. オオイタヤメイグツ 1965/8/14 定山渓
1968・1447ツリフネソウ科 Il11paticns lCxlorii Miq ツリフネソウ・ムラサキツリフネ 1962/8/30 池間町Ii!l.町牧場
1968-1479 ヒシ科 Trapa nalans L. var. bispinosa Makino. cxcl. basion. ヒシ 1963/6/22 池岡町旭町・・闘 -・lま'I~J lb~不能
1968-1445アカパナ科 Epilobium ccphalosligma Hausskn. イワアプJパナ 196217/27 本原J!i川闘 「哀Jlll蛸Jは本目IJ公闘の|日柄
1968-1523 Epilobium homemannii Rchb. var. foucaudianum (H.Lev.) H.Hara ミヤマアカパナ 196517129 池間町消見

にυ品、 1968-1437 ミズ者科 CI削lIacpcriclyrm:numcan叫 :nse(L.) Asch.回 Graebn. Jゼンタチパヴ 196417122 大雪山男駒知l
1968-1481 ウコギ科 Panax schiuscng Nees. var. japonicum Makino トチパエンジン 1966/814 j闘 j 採集地l立rs'5lllJの自民記か?
1968-1455 セリ料 Coniosclinum filicinum (H.WollT) H.Hara ミヤマセンキュウ 196218116 岩内仙境 4持広r行、Zf内(111境

種子樋物門敏子舗物歪門双子薬価物綱後生花敏顕(合弁花類}

1968-1482 ツツジ科 Cassiope Iycopodioides (Pall.) D.Don イワヒゲ 1 964nl22 大雪山 M!.川営体:g・u上舵氏銀総.
1968-1490 印刷iapaniculata (Siebold et Zucc.) H∞k.f. ホツツジ 196218116 岩内仙境 4帯広市、:tJ内flll境
1968・1501jJンコウラン Empe刷 mnigrum L. var. japonicum K. K，田h ガンコウラン 1965/8/5 大徐海軍主
1968-1542 サクラソウ科 Lysimachia lhyrsinora L. ヤナギトラノオ 1965/6125 池悶町清見
1968-1475 Lysimachia叫 garisL. var. da刊付回(Led巴b.)R.Knuth クサレダマ・イオウソウ 196218/11 池岡町旭町
1968-1497 Trientalis curopaea L. ツマトリソウ 1963/5/30 池悶町清見
1968-1515 Trienta1is euro卵白L. ツマトリソウ 1967/6110 池関町清見
1968・1480リンドウ科 Gcntiana zollingcri Fawc. フデリンドウ 196915/15 池悶町旭町
1968-1489 Gcntiana zollingeri Fawc フデリンドウ 1963/5/18 池田町魁町
1968-1514 Gcnliana zollingeri Fawc フデリンドウ 1967/512 池間町魁町

~lr 1968-1500アカネ科 Galium kamlschalicum Stellcr ex Roem.ct Schu]t川 r.acutifo1i山首H.Haraオオパノヨツパムグラ 1967/6/10 池間町消晃
望隊思号1968-1491 Rubiajcsoensis (Miq.) Miyabe el T.Miyakc ア'}Jネムグラ 196217121 fOlI路貝塚町

1968-1528ムラサキ科 Ol11phalodcs kramcri Franch. ct Sav. Jレリソウ 1966/9/23 北見
1968-1486 レンプクソウ科 Adoxa l11oschale11ina L. レンプタソウ 1966/5/16 池田町胞町

事著知詩書1968-1494シソ科 Elshnltzia ciliala (Thunb.) Hyl ナギナタヨウジュ 1962/9/15 池関町脇町
1968-1448 Lycopus uninorus Michx. エゾ‘ンロネ 1962/8/25 池間町清見 fヨ
1968・1452 Mosla d刷 thcra(Buch.-Ham. cx Roxb.) Maxim. ヒメジソ 1962/9/8 池田町脇町教湯

鶏4事SE 時



1968-1439 
1968-1535オミナエシ科
1968-1450 
1968・1449キク科
1968・1466

1968-1529 
1968-1495 
1968-1521 
1968-1520 
1968-1543 
1968-1526 

。3
σ、

種子樋物門被子織物亜門単子葉績物繊

1968・1537ヒルムシロ科
1968・1504イグサ科
1968・1485 サトイモ科
1968・1534カヤツリグサ科
1968-1533イネ科
19611-1492 
1968-1478 
1968・1471 イネ科
1968-1507 
1968戸1451
1968-1496 
1968・1532
1968・1474ユリ科
1968-1472 
1968戸1444

1968-1473 
1968-1517 
1968-1524ラン科
1968-1488 
1968司1456
1968-1513 
1968・1509

字 宣亙
へラオオバコ

スイカズラ(ニンドウ)

ウコンウツギ

ムシカリ(オオカメノキ)

""71レノ〈キンレイカ

オトコエシ

イワヨモギ

アプラギク

コハマギク

エゾノキツネアザミ

アレチノギク

ヒヨドリパナ

コシカギク

シカギク

Plantago lanceolata L 
Lonicc同japonicaThunb. 
Macrod同rvillamiddendorffiana (Ca庁i&#232;rc)Nakai 
Vibumum furcatum Blume ex Maxim. 

Patrinia gibbosa Maxim 
Patrinia villosa (Thunb.) Juss 
Artemisia sacrorum Ledeb. 
Cbrysantbemum indicum L. 
Cbrysanthcmum yczoense Mack 
Contipcda sctosum Kitamura 
Erigcron bonariensis L. 
Eupatorium japonicum Thunb. var. simplcifolium Nakai 

Matricaria matricarioides (Less.) Ccd.Porter cx Britton 
Ma汀i回巾tetragonosperma(F.Schmidt) H.Hara et Kitam. 

PO崎mogetondistincrus A.Bennet ヒノレムシロ

Luzula capitata (Miq.) Miq. cx Kom. var. lanigera Nakai スズメノヤり・ワタスゲ

Symplocarpus foωidus f. lalissimus ザゼンソウ(ダルマジウ)

Cyperus ortbostachyus Franch. et Sav. ウシクグ

Alopecurus a伺ualisSobol スズメノテッポウ

じoixlacryma-jobi L ジュズダマ

Digitaria violas田 nsLink アキメヒシパ

Eragrostis Illulticaulis Steud ニワホコリ

Isachne globosa (Thunb.) Kuntze チゴザサ

Muhlenbergia japonica Steud. ネズミガヤ

Muhlenbcrgia japonica Steud. ネズミガヤ

Poa annua し スズメノカタピラ

Convallaria keiskei Miq. スズラン

Paris verticillata M.Bieb. クルマノくツクノ〈ネソウ

Tricyrtis affinisルlakino ヤマヂノホトトギス

Trilliulll cams氾hatcenseKer Gawl オオバナエンレインウ

Trillium camschatcense Ker Gawl オオパナノエンレイジウ

Cephalanthera e陀C凶 (Thunb.)Blume ギンラン

Liparis makinoana Schltr. スズムシソウ

Platanthe岨 mandarinorumRchb.f. subsp.ophrydioides (F.Schmidt) K.lnoue キソチドリ
Plata削除問takcdacMakino ミヤマチドリ

Spiranthcs sincnsis (Pers.) Amcs モジズリ

収減番号は浦鋭町立憾物館の資料銃録台般に~e鍛の殺号で.標本本体ではラベルではなく骨頂iの管理公記に記級されている .

明らかな~肉lËであると判断されるものについては.同~Eラベルを付し、JiiJlË!長の名称を記述した上で、 1園考持層に元の|司定名を.!è徹した。
シダ織物 ・鶴子織物の科の配列i孟 f高等組物分鎖表J(伊藤197ω にもとづく新エングラー."/ステムによる.
科内の属および績の配列は、学名のアル77ベット麟による.

学名1止、地衣類はHaradaCl aL似沿4)、様車11;1.吉岡・吉永 (2010)、シダ純物と綾子縞物t1Yリスト (米倉・健旺12∞3ー)による。
1*集者I主将官己の無い限り吉田銭安氏。

際線地I主僚本ラベルに記述のまま.解釈を備考欄に記述した.

l~FI旦
1963/8/1 
196311123 
196417122 
1965/8/14 
1965/8114 
1962/8116 

1962/8116 
196311/23 
196619/10 
1962/9/15 
1962/8111 
196317/13 
196617/10 
196617110 

!I!f棚 l提議F
R巴前GI原深江
大宮IJ.I弟駒別
定山渓

定山主完

治内仙波

岩内{山境

I1巴前向原深江

厚内t毎括主
t也岡町Jt!!田T
池岡田rJt!!田f
池岡田rJt!!蹄T
池悶町旭町

池間町旭IBT

江見lli打
現、長崎県商品J京市深江

帯広市、岩内仙君主

元はホソパイワヨモギと同定

現、長崎県南島原市深江

1966/9/23 北見
1969/5/15 It!HEl田T旭町
1969/5/10 7也m田T
196617130 池回目T1Ul.1町 Ttl立チャガヤツリと同定
196517/3 池悶l可旭町
1962111/2 東京鷺宮 裂、東京都中野区鷺宮

196219/15 池閲l町旭町
196219/15 池岡町旭町
1962/9/8 池岡町旭町牧場
1962/9/3 池間町旭町牧場
1963/8/3 池間町11!!町
1962/9/15 池岡町rJll!町
1962/5/30 I忠岡町fl'i見
1963/5/30 池開閉rm見
1962/10/31 天城山 総岡県、伊豆半島

1963/5130 池間四rm見
196915/10 十弗 盛頃町十弗
1965/6128 池回目I消見 元はクゲヌマランと同定

1961/9/22 池問問T千代悶竹中氏林中
1962/8/16 宕内fl~境
196417122 大雪山奥駒}JIJ
1962/8/11 池間IBT旭町南台

時
呂
祭
刷
岬
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鶏
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なお、コレクション全体のうち、大雪山採集結

本の2点のみ、採集者がrJ也川営林署・員土J)巴氏

抹集jと記述されている。旭川営林署は現伐の

!こ111中部森林管JE-P.耕で、同署は現在、大雪山を

包:轄している。 しかし、際本採集時の1964(11日

布139)年は、旭川常林署とは別に大雪営林帯が

存在して大富山を管特していた事から、公的な

調査登山であった1可能性は低いと思われる。

神豪川県.7

I~Hlf陣営氏採集のt貨物保本

また、北見、釧|路、7千日1)川 h と云った近隣市 大雪山，9

IJrJ・4寸で採集された際本の他、札幌、江別で採集

された標本がごく少数だが存在する。江別政松

本は掠集地が f野脱陥tZ7:悶jと記されている

もので、現在の酷民学悼!大学、とわの森三愛1fJi

等学校である。階段うたl事|はプロテスタント系の

学校法人であり、キリスト教関係の行事で赴い

た際に、そこで採集したものと推察される。

図7 奮闘銀本の録集地~II梅本点数

池田、 第広、量頃、 浦唱里、 *~IJの十勝5市町で三分の
こを占める.

札幌産標本は定山渓で採集されている。また、ili外の採集地のうち、「天城IIIJは静岡県伊豆半
ぬの番三郎岳-;}O=を指す天城述山と恩われる。この他 f神奈川県葉山海浜」があり 、三浦半島基
却に位置する神奈川県竺illi郡葉山町の海岸を指すと思われる。これら 3地点の標本は採集年月円

も集中している事から、旅行中に採集したものであろう また、「東京鷺宮」と，1cされた標本があり、
現在の東京都中野区鷺宮を指すと思われるが、やはり旅行中の採集であろう。

一万、「肥前島原JfJJ巴前品原深江Jと記されたt謀本が6点ある。これらは現在の長崎県島原市お
よび南島原市深江 (吋11キは南高来郡深江町)を指すと思われる。採集年が分散している事から、

古川牧師の出身地で‘ある長11崎県へ赴いた際に保保したものと推察される。

(3 )分類群の特徴

標本の内訳は、地衣類2点、藻類7点 (うち紋様2点、褐藻I点、紅藻4点)、維n点植物98点であった。
維管束植物にはシダ純物、裸子植物を含んでいた。重キ:持類標本は無い。

地衣類はヨコワサルオガセ、オオアワビゴケの2点で、いずれもサルオガセ知 (ウメノキゴケ科)

だった。採集地は大当Illlj)駒別である。ヨコワサルオガセは道東の沿岸部や117i標高部に広く見ら

れるサルオガセniである。オオアワビゴケもi庄内の111地で広く見られ、十勝凶でもやはり大富山
系の然別湖一千iTから生育がまnられるが、 本州で;ま減少している地域があり 、和11奈川県では絶滅危
供極 (神奈川県絶滅frdn1額)に指定されている (111i桑ほか2∞6)。
i菜類はいずれも大唱の海i築類で、神奈川県紫111海浜で採集されたものである。ハネモ、アラメ

は道内に分布がなく、オキツノリも道内では市部に生育し道東では稀である。アラメはアワビ類、

サザエなどにと って取要な餌資源だが、近年、神奈川県の採集地周辺で行われた調査によると、

アラメの分布する梅本深脱が従来見られた水深附よりも狭まっており、被!支の減少も報告されて

いる(秋元ほか2012)。

品fñ管束植物では、 制u.柑(物が肥前島原で探~されたラカンマキのみだ‘った。 また多 く は革本類で、

木本類は少なかった。最も多かったのはイネ科・キク科の8点で、大‘!とは野生梢物だが、オオイタ
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ナデシコ拘，2

ツツジ将，2

オミナエシ狗，2

アカパナ狗，2

δffil踏ま2氏採集の俗物r，pド

ヤメイゲツ、ニワウメなどの栽栴種も一部に見られ

た。また、ヒュウガミスキの採集地には「花応jと

1'::かれており、生花Jl1で購入したものを標本にした
と思われる。主な分類群の科別|人Ji1Rを図8に示した。

リンドウ科，3

マメ科，3

全て|司定されており、学名のぷ記にやや混乱が見

られるものの、概ねそれらは正確で、植物の観察 ・

同定に対する一定の素養がうかがえる。ただし、ラ

ベJレと植物体が一致していないものや、笠録台帳と

f;'吉本とが一致しないものが数，S({{在し、恐らく博物

館受人時の整理作業で誤りが生じたものと思われ

る。現在、これらの繋合作業を行っており、ラベル

の張り称えや台帳との整合などを進めている。

トクサ科，3

スイカズラ科，3

図8 i言回線本の分1覇軍'I~n:点数

8因縁本107点のうち、シダ循物と積子舗物98点の科
8'1_*点数.

帯広rliの岩内仙境から採集されているキク科のホ

ソパイワヨモギは、かつて道内ではカムイヨモギの

別名でl呼ばれ、広く認識されていた時代があった。

現在はイワヨモギのシノニム (同物異名)とされ、区別しない事が多い。

池田町旭町から採集されているチャガヤツリは、 IliJMのウシクグの誤I，JI7'主である。チャガヤツ

リはもともと温帯系の純で道内では稀であるとされ、f卜勝植物誌J(横山1950)にも記載が無いが、

阿寒地方での採集例がある o竜田2∞1)。
閉じく池田町清見で採集されているクゲヌマランも、標本では距が突き出 して見える事からギ

ンランの誤同定であると思われる。クゲヌマランは、道内では胆振地五以南の太平洋側に分布す

るとされる (滝田2∞1)。

北見で採集されているヒルムシロには、向山のポイントとなる果実やit水紫が無い不完全標本

で、オヒルムシロなど近縁組の可能性もあり 、ヒルムシロ属ではあるが杭を特定できなかった。

やはり北見で採集されているルリソウも、近縁他極である可能性があるが、情報が少なく断定

できなかった。標本比較による詳細な検討が引き続き必要である。

全体として分額群には特定の傾向は見られず、希少種も少ない。特に維色:点植物については、

地域調査で採集した重抜標本ではないかと思わ九る。古田氏は地元の常林帯の依頼で地域の植物

相調査をしたと伝えられており、一般種が多い事と採集時期や場所から、その際の重複標本であ

る可能性が高いと思われる。地衣類や藻類については、古田氏の関心により特に採集されたもの

であろう。

4.標本の意義と今後の課題

吉田康登標本の大半は、池田町旭町、清見で採集されたもので、浦幌町で採集されたものは厚

内海浜での2点のみである。しかし、もともと北海道に緑の燕かった吉田氏が池田町で牧師をする

に至った背景には、集同財政者として浦幌町にJ.Lf11:した経緯があった事、また学芸員を配置した

郷上博物館が池田にはなかった事から、標本は?，ri幌町に寄贈されたものと推察される。

柄物学的には、:f'j~'L4s.: ' 1 ' 、 特に十勝の普通秘に |則する 1960年代の記録として、~コレクションの

持つ意義は大きいと行える。当地域の植物相研究やレファレンスにおける前川が'iiiまれると共に、

当コレクションをt;ι?として、池田 ・浦幌を'"心とする地域植物相研究がいっそう進展する事が
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吉田L民主ま氏採集の槌物標本

期待される。

地方史的には、池田町に教会を新築する際に資金源とする為、自ら製作・販売した 「押し花色紙J

誕生のきっかけが当標本群であると言える。教会に残されている「ザゼンソウ」の色紙(図5-1)と、

浦幌町立博物館所蔵の標本における「ザゼンソウJ(図5-2)を比較すると、製作方法の共通性がよ

くわかる。採集地の大半も教会の所在地であり、したがって、池田町の宗教史に関係する史料と

しての側面も持っていると言えるだろう。

植物研究史の観点からは、営林署から依頼を受けたとされる地域植物調査に関し、史実と残存

標本の確認を急ぐ必要がある。また、植物研究者との問で同定依頼や標本交換などを行っていた

可能性もあり、圏内にはまだ残存標本がある可能性が高い。これらを今後の継続課題としたい。

註

1 )日本福音ルーテル教会は、キリスト教プロテスタントの一教派であるルタ一派の日本における群れのひとつで

ある。ルタ一派は、 ドイツで起こったマルチン ・ルターの宗教改革でカトリックから分裂したプロテスタント

のj原流を為す教派であり、信仰儀礼はカトリックの様式に近く、現代ではカトリックとプロテスタントの中間

的な位置づけの教会である。同じルタ一派でも日本では北米系、北欧系、ドイツ系を由来とする諸団体があ

り、日本福音lレーテル教会は最大の群れである。1963年に旧自本福音ルーテJレ教会と東海福音Jレーテル教会が

合同して、現日本福音ルーテJレ教会が誕生した。池田町には明治年間より聖公会が多く、その他にも多くのキ

リスト教会が存在した記録があるが (r池田町郷土誌jによれば、 1931年現在キリス ト教会12と記されている
が、教派の別などは不明)、現在では新興系を除くとカトリック池田教会、日本福音ルーテJレ務広教会池田礼

拝堂があるのみである。いずれも司祭館または牧師館に常駐の神父(カトリック)、牧師()レーテル)はおら

ず、帯広教会からの巡闘派遣となっている。

2)第二次世界大戦中、常国政府はキリスト教に対する弾圧を行い、新教 (プロテスタント)各教派を日本基管教

団へ合同させる政策を強行した。日本福音ルーテル教会も日本基督教団第五部に編入されたが、信仰告白の不

一致などから合同に反対した牧師は、牧師職を事実上追放された。戦後、日本基督教聞が部制を解消して統一

の信仰l告白を制定するにあたり、 Jレター派、聖公会、日本基督教会、救世1p:などいくつかの教派は離脱し、再

び独立の教会を発足した。

3)集団帰践は、戦時中、空襲からの疎開と食糧増産体制の強化をはかるため、政府が企図した都市住民の集団移
住政策である。背景には、深刻さを増す空襲による被害からの疎開と、徴兵により減少した農村人口、特に若

年労働力の筏端な不足があった。戦後は荒廃した都心部における大量の失業者への対策と、悪化の一途を辿る

食糧事情への対応が主8的となった。もともとは戦時中の1945(昭和20)年3月に閣議設定された f都市疎開者
ノ就袋二関スJレ緊急措置要綱」に基づく措置で、京浜、名古屋、阪神の三地区の都市住民をそれぞれ北海道・

東北 ・関東甲信越、東海 ・関東甲信越、近畿・中国の各方面へ振り分けた。

4)日本福音ルーテル池田教会には、初代伝道所の写真が残されている。伝道所に用いられたという協和会館は、

j南幌炭坑でi決薗上映会など炭坑生活者の娯楽・集会所として用いられたカマポコ屋根の講堂が知られている

が、移築前の写真を見ると、講堂に隣接して小家屋が接続している事がわかる(図3)。教会ではこの建物を伝

道所として購入、移築した。

5) r珍しい抑業色紙づくり 池田の牧師さんJ北海道新聞 1967年11月28日

6)採集した植物を入れて運ぶだめの金属製の缶。ピニJレ袋が普及する以前は、植物採集道具として最も一般的な

道具だった。

7)標本ラベルには f温別Jと記されているが、 「音別jの誤記である可能性が高い。音別は採集当時の1966(昭
和41)年は白糠君11音別町だったが、 2005(平成17)年10月に鍔11路市と合併し、剣|路市音別となった。
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